
シンポジウム・福山大学読書推進システム
「注文の多い図書館」検証 

私立大学図書館協会研究助成金採択事業 

読書推進のためには、本の読み方を身につけることだという考え方を
検証するとともに、本の読み方の独習方法について検証する。 

1 読書推進活動「注文の多い図書館」
の成立まで 
  福山大学附属図書館長 青木 美保 

  福山大学附属図書館司書 

２ 基調講演： 
「読書」で「学び」をデザインする 
 ―大学には読書力向上のためのプログラムが
必要だ！― 
   帝京大学図書館 
    学術情報グループリーダー 中嶋 康 氏 

３ 読書推進活動と高校・大学における取組み 
 「朝読書」と「注文の多い図書館」の場合 

  パネリスト１ 岡山県立鴨方高等学校前校長 妹尾 和弘 氏 

  パネリスト２ 福山大学大学教育センター 竹盛 浩二 

  パネリスト３ 広島県立油木高等学校主幹図書教諭 山崎 由美 

             広島翔洋高等学校教諭 須崎 智子 
             盈進中学高等学校常勤司書 髙橋 美貴 
             尾道中学校・高等学校教諭 嶋田 真友子 

４ 

学校法人福山大学宮地茂記念館 ３階研修室（JR福山駅北口すぐ） 

14:00-16:40 2019・11・30   SAT 

本の読み方 
独習オンラインシステムの定着を目指して 

協賛：大学図書館問題研究会広島地域グループ、広島県高等学校教育研究会図書館部会福山地区支部、広島県私学教育研修会図書館教育部会 
後援：広島県教育委員会、福山市教育委員会、尾道市教育委員会、三原市教育委員会、府中市教育委員会、中国新聞備後本社 

パネルディスカッション 

問い合わせ先：福山大学附属図書館 084ｰ936ｰ2116 

入場無料 


